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1.はじめに
東日本大震災は,未曾有の津波被害により避難生
活が長期化することが予想されている｡長期の避難
生活がもたらす様々なス トレスや環境因子から引き
起こされる災害関連疾病の予防は,極めて重要とな
る｡ 特に被災高齢者における誤樵性肺炎のリスク
は,避難生活の時間的経過とともに増大すると言わ
れてお り,この 予防には,歯科保健医療が大きな役
刑を机う ｡
新勘県 申適地'J∴ 中 越 沖地'JLでは,歳災闇通疾 病,
誤峨性肺炎 (,IUJのため上 申長jU川(Jな促成対策,保
健医損が･TL'.祝され,軌氾/卜.命困学部が鵜極的に参画
した新陽 県 執千･日'^･:帥会菌科保健医療支援活動 もその
一環としての役刑を担った｡ 新潟モデルとされる局
地塑大災害の歯科保健医療支援活動は,応急歯科診
療のほか,中長期的に健康サポー ト事業等を通 じて
避難所や仮設住宅における巡回口腔ケアを継続的に
行うものである｡
図 1 被災地における歯科的身元確認活動
2.震災への対応
今回の震災では,集団移転や広域避難といった新
たな避難体制がとられ,被災地周囲地域においても
対応が求められる事態が生 じた｡新潟県内には,最
大で9,000人を越える被災者が避難 し,県内名所に
避雑所が設置された｡ そこで新潟病院は,早 くから
新潟県歯科医師会災害対策本部に参画し,支援室長
が総括担当として対応にあたった｡県歯科医師会
は,いち早 く各避難所 に歯科医療和談窓口を設債
表 1 新潟生命歯学部 東日本大震災被災地派遣医員
活動内容 派遣医員 派遣期間
身元確認活動 口腔外科 高田正典 3月15日～21日
小根山隆浩 3月15日～21日
歯科保健医療支援活動 口腔外科 三浦嘉麿 3月25日～4月13日
田中 彰 4月 2日～4月4日
5月31日～6月2日
高田正典 5月31日～6月2日
総合診療科 広沢利明 4月 2日～4月4日
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し,歯科医療需要を分析 し,
必要に応 じて巡回=腔ケアを
開始 した｡ また,避難生活に
おける口腔ケア啓発ポスター
を新潟病院と共同で作製,門｣
布 し,被災地の歯科医師会に
も提供する体制を構築 した｡
8月31日をもって新潟貼内の
避難所は概ね閉鎖され,大半
日本歯科大学 校友会 ･歯学会 会報 Vol.37No.22011
｢の避難者は新潟県内の仮住居に入居したが,引き続
き地域ぐるみの継続的支援が必要であろう｡
一方で,新潟生命歯学部は,3月15口に日本歯科
医師会からの要請により,多数の行方不明や亡くな
られた方の歯科的身元確認活動のために,全国に先
駆けて医員2名を岩手県内の被災地に派遣した (図
1)｡さらに,3)125)は り4)1131ほ で被災地穴
仙沼市,南三陸町に医員を派遣し,気仙沼車両避靴
所8カ所,南三陸町内避難所4カ所,気仙沼車内介
.華保険施設2カ所において継続的に巡回=腰ケア文
援活動を行った (表 1)0 Il本楯利医師会派遣チー
ムの介入が本格化する前の情動であり,避靴性情に
おける=腰ケアのTri:要性の認5:･l日夏が低い中で,= 腰
ケア定詔･に向けて地道な情動が展聞され,被災地の
状況を全国に向けて発信 した (図2)0
被災地の被告を免れた介護保険施設は,被災施 設
の利用者が多数緊急入所しており,ケアが行き届 か
ず,=腔環境は確J尖に悪化している状況であった
そこで,これらの介護保険施.鋸こ閥しては,5月31
日から6)j211まで被災地に医Llを派遣,再 .Ju'して
フォローアップを行った｡その際,2施 設のj7･腰 ･
介護職L190名 に調査を行った (表2)｡これらの施
設では.最 災前に利用者への=腔ケアが行われてい
たが,86.7%の職Llが震災後,利用者のADLが低
下したと回答し,78.9%の職員が震災後,利用者の
口腔術/国人態も低 卜したと回答した｡ 被災地内の介
護保険施設利用者の過酷な失態が明 らかとなり,今
表2 被災地 介護保険施設における看護･介護職員を
対象とした実態調査
調査対象:90名(新陳職12名.介碓職64名,その他14名)
ADLは低 下したか?
明 らか に 氏下 した や や低 下 した
乏後 利 用 者 の 口腔 衛 生 状 態 は低 下したか?
明 らか に 氏下 した や や低 下 した 変化ない
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図2 被災地避難所,介腰保険施設における口腔ケア
後の災告畔菌科保他仇痴文接の/tりjJを便 ,.十十る卜
での･Tt要な賢料となると考えてい7J
3.今後の活動について
今後,被災地では被災高齢省の∧1)I.0)仇 卜や 要
介‖酬吊J首か増加弓ることかJ雄I.され て ;臣 ). 仮 設
什宅居什首や介.馴某I則払設利川～‖一対 して は, lI'l.l違p
)U川(Jな‖呉陣門肺炎対策として0)=腔 Jr-/'や . J日 ,r,小
もr.･発病 T,防o)ため0)川附,削細目nl'.‖ ･.J"紬 u)増 発 情
動が･r(.lZi'･と考える
研氾病li'JILでは新氾県柚木=矢帥余と被災.机l'りりU)II
腰ケアJ-琴発川剥｣を八回肌イ/IL.動氾県内の柚木目穴
師会に配布し,被災地への損供も倹誹している｡
本活動を支えてくださった小原 泉 学長先生 新
潟生命歯学部長小倉英夫先生,さらにご指導,ご高
配賜りました各歯科医師会の吉者先化に,心より感 .刺
申 し上げます｡また我々が支援情動を行っている
中,後方で支えてくださった刑 求ノJ-にも, 感 .射申 し
上げます｡
最後に,震災で被告に遭われた校友の諸兄/吊こ,
心よりお見舞い申 し上げますと｣いこ,被災地の ｣il
も早い復興を,ご祈念申し上げます｡
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